
人材マネジメントポリシー
個人が自らの課題を認識し、知識・能力を磨く

多様な個と組織を融合し、実行力を高める
そのために我々は個人が生き生きと働く環境づくりを行う

◦�成長エンジンの確立に向けた人材育成の実施
◦多様な個の成長を支援する人材育成の実施
◦共有すべき価値観を体現できる人材育成の実施

３つの柱

 人材育成に関する基本的な考え方

「未来と学びをデザインする～“教わる”から“気づく”へ～」をテーマとして掲げています。職場で
業務に挑み、それぞれの課題を認識し知識・スキルを身につけられる理想の環境を目指し、「教え
る」のではなく「気づき・動く」教育へと進化を図っていきます。

人材育成

成長ベクトルのすり合わせ
による生産性の向上

個人 組織

職場環境を整備し
エンゲージメントを向上

ともに成長を実現

組織の目標と
キャリアビジョンを合致

自身の価値を磨き「持ち札」を
増やすことでキャリアを切りひらく

多様な人材が活躍できる場を
提供するプラットフォームとなる

 人事評価における公平性

毎年、評定者向け研修を実施する等、公正・公平で納得性の高い人事評価制度の運用の徹
底を図っています。また、2022年４月に人事評定制度が改定され、より適正な処遇の実現を図る
とともに、2023年も前年に引き続き、評定者に加え、被評定者向けにも人事評定研修を実施し、
評定のルールの理解促進に努めています。

一方、在宅勤務や時差出勤が導入されたコロナ禍においても、上司・部下がコミュニケーション
を相互に意識し合い、内線スマートフォンを導入する等業務が「見える」化できる環境構築に努め、
働き方の違いによる人事評価結果に差が生じないように努めています。

 従業員向け能力開発研修

従業員全員が「代田イズム」を伝承・実践し、組織の活性化と業績向上へ貢献するために、「グロー
バル人材養成」「職場内教育」「階層別教育」「経営課題別教育」等を実施しています。

研修受講時間・費用（ヤクルト本社）

年度 2018 2019 2020 2021 2022
研修受講時間（総計） 35,111.20 40,304.90 16,217.16 23,235.50 36,250.00 

研修受講時間（時間）1人当たり 12.21 13.99 5.64 8.19 13.11

研修費用（円）1人当たり 19,035 21,274 12,900 18,756 41,144

※ �2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により減少

代田イズム研修会実施回数・参加者数（ヤクルト本社）

年度 2018 2019 2020 2021 2022
実施回数（回） 18 18 11 22 15
参加者数（人） 435 470 269 451 427

※ 2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、研修日程を短縮したため減少
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プログラム体系図（2022年度ヤクルト本社）  グローバル人材養成

成長分野である国際事業を含めたグローバルに活躍できる人材の育成は重点課題と位置づけ
ています。そのため本社では、海外事業所での業務体験を通じて国際事業への理解を深め、グ
ローバル企業としての組織風土が醸成されることを目指したグローバルインターンシップの制度
があります。2021年度から新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況に鑑み、方法をオンラ
イン形式に変更し実施してきました。2023年度は、国際事業に関する講義・情報提供をオンラ
イン形式で実施するとともに、海外事業所でのインターシップを再開する予定です。
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